
 

 

 

 

 

 

心を合わせる音楽会！ 
 音楽会のリハーサル参観では、たくさんの保護者の方に子どもたちの力のこもった歌声や演
奏を聴いていただき、ありがとうございました。各学年とも、それぞれの年齢に応じた歌声や演
奏が発表され、どの子も練習してきた成果を一生懸命に表現している姿がありました。からだを
揺すって全身でリズムにのる子どもたちや、大きく口を開けて全力で歌声を響かせる様子に、見
ている私たちも心を打たれた思いです。保護者の方の中にも、リズムを取りながら音楽に浸って
聴いていただいている様子が見られて、子どもたちの心のこもった演奏の力を感じることがで

きました。おうちでも発表の素晴らしさと、子どもたちのがんばりを讃えていただきたいと思い
ます。 
 さて、音楽のよさはどんなところにあるでしょうか？もちろんリズムの楽しさやきれいな歌
声のよさもあります。それに加えて音楽は人に合わせるよさがあると思います。心地よいリズム
は仲間とピッタリ合ったときに感じることができます。気持ちのよいハーモニーは友だちの声
とうまく響き合ってこそきれいな歌声となるものです。つまり音楽は仲間と合わせることで演
奏を作り上げる楽しさがあるのです。そのためには自分勝手な歌声や演奏ではいけません。周り
の友だちの声に耳を傾け、指揮者の指示するタイミングで、声の大きさや長さを調整して、周囲
に合わせていくことで調和していくのです。話は飛躍しますが現代社会においては、この周囲に
合わせる力が弱くなってきていると感じることが多くなってきました。人間は社会的な生き物
なので、人とつながっていかないと生きていけません。そこにはルールやマナーがあり、その場
に応じた態度やマナーももちろん身に付けないといけないものです。これを社会性と呼んでい
ます。学校はこの社会性を身に付ける場所です。学校という社会の中で、そこですべての子ども

たちが安全安心で幸せに生きていける社会を構成していける力を身に付けていってほしいと願
っています。音楽会の音楽は子どもたちの調和した姿を象徴しているように思いました。 
 

 

１年 リズムを楽しんで   ２年 音の重なりを     ３年 リコーダーの音色 

 
４年 思いを乗せて      ５年 迫力満点      ６年 力強さと響き合い 
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たんぼの子 田植えをやってみた！ 
 ５月 14 日(木)には、晴れ渡る空の元で 5 年生が田植えに挑戦し
ました。これまで田植え体験は様々な事情により中止していました
が、今年から復活して実現することができました。これには地域の
方々の絶大なご協力があるからこそ実現したものです。まず、田ん
ぼをお借りしたのは目川の下田哲也様です。休耕田となっている田
んぼを無償でお貸しいただくことができました。続いて地域の農業
に携わっている方々です。今回は特に小林伊佐雄様の全面的なご協

力で田植えができました。田植え名人としてご指
導いただいたり、苗や用具の準備をしてくださっ
たりしました。そして目川自治会長の青木作衛様
です。青木様は教員としても昨年度から本校でお
勤めいただいていることもあり、子どもたちから
は「青木先生」と親しまれています。青木先生の

お取り計らいにより、今回の田植えが実現しまし
た。さらに今後の田んぼのお世話や稲刈りに至る
までのほとんどの作業を、地域の方々で担っていただきます。本当に感謝の

気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。 
 子どもたちは初めて入る田んぼで、大歓声（悲鳴？）を上げてい
ました。裸足でぬるぬるの泥に入る感覚は、一生忘れられない思い
出になったと思います。なかには尻もちをつく子どももいて、泥だ
らけになってしまいました。それでもみんな一生懸命田植えを行い、
力を合わせてきれいに田植えを終えることができました。用水路の
水をくみ上げて泥を洗い流してビショビショに濡れてしまいまし
たが、笑顔いっぱいの田植えになったと

思います。また、お隣の田んぼでは田植え機を使ってとっても広い田

んぼをあっという間にきれいに田植えを済ませているのを観察して、
「すごくきれい」「とってもはやいね」「田植え機っていくらするの？」
と考えている子どももいました。本物に触れること、実際にやってみ
ることが何物にも代えがたい学びになっているのだと改めて思いま
した。これから稲が順調に育って、秋の収穫を迎えるのが本当に楽し
みです。 
 

治田小サポーターの活動について 
  5 月 14 日(木)には、治田小サポーターのみなさまによる月 1 回の環境整備作業が行わ 
れました。今回は運動場の溝掃除をして、すくった泥を利用して土嚢を作り、運動場の土 
が流れないように土留めをしてくださいました。それから木の枝の剪定  
や枝打ち、プールの清掃など様々に作業をしてくださいました。これか 

ら来る梅雨の時期に備えて、とてもよい環境づくりができたと喜んで 
います。本当にありがとうございました。 
 

 【治田小サポーターのみなさま】 
吉永義則 様 一坪洋子 様   藤本博俊 様   今村 治 様 
沖田文子 様 黒澤真由美 様  真矢佐智恵 様 小林伊佐雄 様 
寺田靖広 様 里内秀幸 様   奥村元子 様 

 


